「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第２回学童期思春期部会　摘録案
１　日　時：平成２０年１１月２５日（火）

２　場　所：元生祥小学校１０３教室

３　参加者：（学童期思春期部会）：井越部会長，井上，砂田，瀬戸，土井，中川，中東，牧嶋，三宅，山縣，
　　　　　 （全体統括部会）　 ：西岡議長，國場，中川（助産師会代理）
（五十音順・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・教育委員会生涯学習部長

　　　　　　　　  ・部会代表
（２）配布資料の説明
（３）討議
　　　　　　　　  ・学童期思春期部会プログラムのグランドビジョン（全体構想）について

１　挨拶（教育委員会生涯学習部長）
親が，子育てに関する様々な知識や知恵，経験等を学ぶ機会の創出に向けて，行政や団体の縦割りを排して取り組む必要がある。
　　　　（部会代表）
これまで，子育てを通して多くの保護者に出会い，様々な考えに触れてきた。その経験からも，保護者は，子育てについて考えたり学んだりする機会を求めていると感じる。是非，多くの保護者が“使える”ものをつくりたい。
２　配布資料の説明
　　　事務局から，各委員から回答のあった「現状確認シート」に基づき作成した，「子どもを共に育む『親支援』プログラム（学童期思春期部会版）」グランドデザイン（全体構想）案等の配布資料について説明を行った。 

　　

３　意見交換

委員　　　　　本日は，保護者の話し合いの場（ワークショップ）で利用する冊子をつくるということで話をしていいのか？

事務局　　　　そのとおり。冊子の内容を考える上で，４つの柱を提示させていただいたのでご議論いただきたい。

委員　　　　　前回の会議で，「冊子の形態」についての議論が多く出ていたが，事務局としての案はあるのか？広島県で作成されたような形態が良いと考えているのか？
事務局　　　　広島県のものは，テーマごとに独立した形になっていて，使い易さを感じる。ただし，設定されているテーマの内容や，年代別の区切り方等，この会議において検討が必要。
委員　　　　　具体的な例を踏まえて一般的・抽象的な表現にしたものが，事務局のまとめだが，具体例を元に議論を進めた方が良い。提示されている広島県の様な形態で進めるのであれば，それを叩き台に議論した方が，具体的で分かり易いのでは。
委員　　　　　ワークショップ等に参加する親はさることながら，そういった場面に出てこない親にこそ，今回のような取組が届くようにすることが必要。
　　　　　　　今回作成したワークショップ等の学習プログラムはどこで活用するのか？また，そういった普段参加できない親を対象とするものか？
事務局　　　　各段階，各所で使ってもらえるものを作成する。合わせて，そのワークショップを進行する推進者（支援者）についても養成を行う。
事務局　　　　出て来れない親に届くようにするために，何らかのシステムを構築することが必要である。また，具体的な学習プログラムの内容の検討においては，今回事務局から提示している4つの大きなテーマを伝えることの必要性とその背景を考えながら進める必要がある。

委員　　　　　先日，広島県立生涯学習センターの方から話を聞く機会があったが，広島の方も，大阪府のプログラムを参考にしながら，親の学習プログラムを作成したとおしゃっておられた。
こういった「親の学び」の取組によって，直ぐに直面する課題が解決されるわけではないが，親同士が話し合ったりすることによって，「自己理解」を深めるきっかけになることが大切。　「参加しない親に，どのように届けるのか？」は検討が必要。

委員　　  　　小学校高学年や中学生の子どもで，「自尊感情を持てていない」「自分が望まれて生まれてきたと感じていない」子がとても多い。子どもたちがそうした感情を持ってしまう，今の親子のあり方に疑問を感じている。
しかし，そうした子どもたちも，地域の乳幼児をもつ親子との交流によって，自分が生まれた当初や小さい時の親の気持ち等に触れ，変わってきた。その後の親子関係にも影響が出てくると思う。
委員　　　　　放課後まなび教室に参加する子どもたちでも，自尊感情の低下を感じる。特に，何か難しい問題に出会った時に，それを乗り越えるために熱心に取り組もうとする姿勢が見えない。事務局から提案されている４つのテーマはそのとおりだと思うが，何よりもあらゆる機会を通じて，親が変化するきっかけを与えていくことが大切。

部会長　　　　一言で“親支援”といっても，どのあたりの「親」をターゲットにするのかが難しい。例えば，自分では一生懸命子育てを頑張っているつもりでも，周囲から見ると子どもへの関わりが薄いように感じられ，不十分に思えてくる場合もある。

事務局　　　　個別対応が必要なくらいに，困難な課題を抱える親に対しては，専門機関等に繋ぐ必要がある。これまでは，こうした親の学びの機会等に出てこなかったが，様々な工夫で手を差し伸べて参加していただけるようにしたい。
委員　　　　　近頃は，子どもと同等な立場で，子どもを信じている等と言って，子どもを放任している親が多い。子どもが出来ないことがある場合には，家庭ではなく学校に問題があると考えることが多い。
一方，「家庭のことは家庭でやるから干渉しないで欲しい」という反応をする親もいる。今回のプログラムもそのあたりを考えて，押し付けにならないようにすることが大切。
委員　　　　　親は，子どもに対して，人生の先輩として子どもとは違う視点で意見を述べ，諭すことができることが必要。また，他者とのコミュニケーションを意欲的にとり，子育てに関する情報を得ることも大切。

　
委員　　　　　親の相談を総合的に受け付けて，それらを各専門セクションに振り分けていくような機関が必要。子育てに意識がない人は，問題が起って初めて，こうした資料に目を通すことになる。毎月発行する冊子等に，そうした総合窓口を記載すれば役に立つ。
事務局　　　　今回の「親学び」プログラムに関する議論についても，「子どもを共に育む京都市民憲章」策定の際に行った議論と重なる点が多い。憲章の実践として，結び付けていくことが大切。
委員　　　　　親の価値観は，自分がどのように育てられたかに影響される部分が大きい。そういった点でも，改善の進歩は遅くても，取り組み続けることが大切。

事務局　　　　今回の親学びプログラムも何かを押しつける・教え込むということではない。

委員　　　　　答えを求めている「親」は多いが，「正しい子育て」といった答えはない。気付いたり，考えたりするきっかけとなることが大切。
委員　　　　　親自身の振り返り，自己理解を深める，という視点が大切。ワークショップの内容は，自分の思いに寄り添ってもらえるものと感じられたら，親も参加しやすい。

　　　　　　　また，今回の現状確認シートからは，同じような思いを持って，様々な機関が関わっているということが感じられた。

　　　　　　　広島のプログラムは，最終的にこのプログラムを受講した人が親を支援する側に回るように組み立てられている。京都でも，子育てを一定卒業した世代を巻き込むことが重要。
部会長　　　　現在のＰＴＡ活動も，普段参加していない人にとっては，敷居が高くなっているのではないか。たまに参加すると直ぐに次の委員の候補にされてしまうなど，気軽に参加しにくい。
委員　　　　　ニーズがあると思って子育て井戸端サロンを企画したが，２，３回しか続かなかった。これは，主催者側のやる気が，逆に参加者にとって参加しにくい雰囲気をつくっていたのかもしれないと反省している。「参加しやすさ」はとても大切。

委員　　　　　親の学びの場に参加しない「親」を参加させる方法を検討するのか，参加した親に提示する内容を検討するのか，交通整理が必要。

委員　　　　　参加したいが仕事等で参加できない，入り難いと感じているような親には「やり方」を工夫する等，できる限り学びの場に参加できるような工夫が必要。しかし，関心がなく，参加しない親は，なかなか参加しないので，切り離して検討する必要があるのではないか。

事務局　　　　自分の子育てに自信があると思って参加しない親も多いのではないか。
委員　　　　　課題のある親は，こうしたプログラムに１回参加しただけでは変わらない。継続した中で話し合いを重ねる必要がある。

委員　　　　　親が一番子育てに関心を持つのは，子どもが生まれる前の妊娠期。両親でプレパパ・ママ教室に参加したりもするが，生まれてからのＰＴＡ活動等には顔を出さない。親の学びに必要な情報も，妊娠期に一旦全部渡してしまう必要があるのではないか。


事務局　　　　母子手帳のシステムを活用して，親の学びの場に参加することを必須化する等，柔軟な発想で機会の創出を検討する必要がある。
委員　　　　　産院で，子育て情報を流してもらうことも考えられる。

委員　　　　　保健所と教育委員会の連携はまだ十分ではない。母子手帳を渡すときに，様々な情報を渡す等の取組は良いと思うが，どういった情報を渡すかは，各保健所の判断になっている。産院や病院との連携のためには，医師会等との合意も必要。また，今回のプログラムのような取組は，やり続けなければ紹介もできない。親にとっても，統一した体系の中で学ぶ方が，迷いがなくなる。ただ，仕事をしている母親としていない母親では，話が合わないことが多い。中間層の保護者の掘り起しが必要である。

委員　　　　　なかなか参加できない親を「切ってしまう」のではなく，参加してもらえるバリエーションをいかに工夫できるかが，京都独自の視点として必要。

　　さらに，普段は参加しない親でも，子どもが「進路」等何か具体的な課題に直面した時には，学校への相談等で動く。そうした場面を，子育てに対する親の気づきのきっかけになる機会として活用していくことが大切。
委員　　　　　広島式を参考にするのであれば，広島の内容をシートに落とし込んでいき，京都として，必要なもの，そうでないもの，また，新たに加えるもの等を具体的に検討すればよいのではないか。

事務局　　　　今後の予定としては，12月に第3回，1月に第4回の当部会を開催し，具体的な学習プログラムの素案をつくっていく。

　　　　　　　第3回会議では，広島県で作成された冊子を元に，現状確認シートからの4つのテーマを踏まえながら，学習プログラムの素材となるエピソード等について意見交換をしたい。各自，検討をお願いする。
